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一
、
論
文
内
容
の
要
旨 

 

本
論
文
が
、
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
る
元
伯
宗
旦
は
、
千
利
休
を
初
祖
と
す
る
千
家
の
三
代
目
で
あ
る
。
彼
は
利
休
の
茶
道
を
継
承
し
、
こ
れ
を
後
代

に
伝
え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
し
か
し
彼
は
利
休
の
茶
道
を
た
だ
猿
真
似
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
利
休
の
茶
の
心
に
深
く
分
け
入
り
、
そ
れ
を
お
の
が

心
と
す
る
と
共
に
、
そ
の
心
か
ら
、
彼
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ま
た
彼
の
お
か
れ
た
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ま
た
彼
の
個
性
に
ふ
さ
わ
し
い
茶
道
を
行
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
不
易
流
行
で
あ
る
。 

 

こ
の
宗
旦
は
い
つ
か
ら
か
、
人
々
か
ら
「
侘
び
宗
旦
」
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
「
侘
び
の
茶
」
を
行
う
茶
人
で
あ
る
と
同
時
代
の
ま
た
後
代
の

人
々
か
ら
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

で
は
宗
旦
の
「
侘
び
茶
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
論
文
は
そ
の
こ
と
を
全
篇
を
貫
く
根
本
の
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、
宗
旦
研
究
上
の
諸
問
題

を
多
く
取
り
上
げ
、
広
い
視
野
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。 

  

本
論
文
は
、
本
文
六
章
と
「
は
じ
め
に
」
、
「
む
す
び
に
」、
そ
し
て
付
録
の
翻
刻
資
料
と
よ
り
な
る
。 

 

以
下
に
、
ま
ず
本
論
文
の
目
次
、
つ
い
で
各
章
の
、
論
者
自
身
に
よ
る
要
旨
を
掲
げ
る
。 

 
 

目
次 

 

は
じ
め
に 

 

研
究
の
動
機
及
び
背
景
・
目
的 

 

研
究
の
方
法 

第
一
章 

元
伯
宗
旦
研
究
序
説 

 

一
、
宗
旦
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究 

 

二
、
基
礎
的
な
諸
資
料 

 

三
、
宗
旦
活
躍
時
の
時
代
背
景 
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第
二
章 

宗
旦
の
生
涯
を
め
ぐ
る
諸
問
題 

 
一
、
宗
旦
の
祖
父
を
め
ぐ
っ
て 

 
 

⒈
は
じ
め
に 

 
 

⒉
宗
旦
の
祖
先
・
宮
王
家
の
人
々 

 
 

⒊
少
庵
の
父
に
関
す
る
諸
説 

 
 

⒋
少
庵
の
父
に
関
す
る
考
察 

 
 

⒌
宮
王
家
の
血
筋
と
宗
旦
の
茶
の
湯 

 

⒍
茶
会
に
見
る
宮
王
家
の
人
々 

 

⒎
宗
旦
と
能 

 

⒏
謡
曲
に
因
ん
だ
銘
・
形
の
道
具 

 

⒐
ま
と
め 

 
 

二
、
宗
旦
の
母
の
出
自
に
つ
い
て 

 
 
 

⒈
は
じ
め
に 

 
 
 

⒉
通
説
に
よ
る
宗
旦
の
母 

 
 
 

⒊
宗
旦
の
母
に
関
す
る
主
な
資
料 

 
 
 

⒋
宗
旦
の
母
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究 

 
 
 

⒌
宗
旦
の
母
に
つ
い
て
の
諸
資
料
に
対
す
る
考
察 

 
 
 

⒍
ま
と
め 

 

三
、
道
安
と
少
庵
と
の
関
係 

 
 
 

⒈
は
じ
め
に 

 
 
 

⒉
利
休
の
婻
男 

道
安 

 
 

 
 
 

⒊
利
休
と
少
庵 

 
 
 

⒋
利
休
の
自
刃
後
の
息
子
た
ち
の
所
業 

- 3 - 



 
 

 
 
 

⒌
茶
の
湯
者
道
安
の
復
活 

 
 
 

⒍
利
休
の
道
号
を
尋
ね
る
道
安
と
少
庵 

 
 
 
 

⒎
少
庵
の
人
的
交
流
と
茶
の
湯 

 
 
 

⒏
宗
旦
へ
の
伝
授
の
仕
方 

 
 
 

⒐
注
目
す
べ
き
道
安
の
記
述 

 
 
 

⒑
ま
と
め 

 

四
、
宗
旦
の
病
気
と
経
済
状
態 

 
 
 

⒈
宗
旦
の
病
気 

 
 
 

⒉
経
済
状
態 

 
 
 

⒊
宗
旦
の
仕
官
に
つ
い
て 

 
 
 

⒋
ま
と
め 

第
三
章 

茶
の
湯
者
宗
旦
形
成
に
係
わ
る
要
因 

 

一
、
宗
旦
と
禅
と
の
関
係 

 
 
 

⒈
は
じ
め
に 

 
 
 

⒉
茶
の
湯
と
禅 

 
 
 

⒊
宗
旦
と
禅 

 
 
 

⒋
宗
旦
と
大
徳
寺
衆 

 
 
 

⒌
宗
旦
辞
世
の
句 

 
 
 

⒍
宗
旦
の
遺
墨
と
茶
杓
に
見
る
禅
味 

 
 
 

⒎
ま
と
め 

 

二
、
宗
旦
の
茶
の
湯
の
土
台
と
な
る
利
休
の
茶
の
湯 

 
 
 

⒈
は
じ
め
に 

 
 
 

⒉
自
由
都
市 

堺 
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⒊
利
休
の
茶
の
湯
に
見
ら
れ
る
創
意
工
夫 

 
 
 

⒋
利
休
と
秀
吉 

 
 
 

⒌
宗
旦
と
利
休
の
関
係 

 
 
 

⒍
ま
と
め 

第
四
章 

宗
旦
の
茶
の
諸
相 

 

一
、
人
的
交
流
に
見
ら
れ
る
宗
旦
の
茶
の
湯 

 
 
 

⒈
東
福
門
院 

 
 

 
 
 

⒉
近
衛
信
尋 

 
 
 

⒊
近
衛
尚
嗣 

 
 
 

⒋
鳳
林
承
章 

 
 
 

⒌
壬
生
忠
利 

 
 
 

⒍
金
森
宗
和 

 
 
 

⒎
古
市
宗
也
と
兼
常
徳
庵 

 

二
、
宗
旦
の
茶
室 

 
 
 

⒈
は
じ
め
に 

 
 
 

⒉
利
休
の
茶
室
を
土
台
と
し
た
宗
旦
の
茶
室 

 
 
 

⒊
宗
旦
の
初
期
の
茶
室 

 
 
 

⒋
残
月
亭 

 
 
 

⒌
利
休
聚
楽
屋
敷
一
畳
半
・
宗
旦
の
不
審
庵
床
な
し
一
畳
半
・
今
日
庵 

 
 
 

⒍
聚
楽
屋
敷
四
畳
半
・
不
審
庵
（
今
日
庵
）
四
畳
半
・
又
隠 

 
 
 

⒎
ま
と
め 

 
 
 

宗
旦
ゆ
か
り
の
茶
室 

三
、
茶
会
記
に
み
ら
れ
る
茶
の
諸
相 
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⒈
『
松
屋
会
記
』
慶
長
十
三
年 

 
 
 

⒉
『
隔
蓂
記
』
寛
永
二
十
年 

 
 
 

⒊
「
申
ノ
茶
湯
ニ
逢
申
候
覚
」
正
保
二
年 

 
 
 

⒋
「
申
ノ
茶
湯
ニ
逢
申
候
覚
」
正
保
三
年 

 
 
 

⒌
「
申
ノ
茶
湯
ニ
逢
申
候
覚
」
正
保
四
年 

 
 
 

⒍
「
茶
湯
参
候
覚
」
慶
安
二
年 

 
 
 

⒎
『
松
屋
会
記
』
慶
安
二
年 

 
 
 

⒏
「
茶
湯
参
候
覚
」
慶
安
二
年 

 
 
 

⒐
「
茶
湯
参
候
覚
」
慶
安
三
年 

 
 
 

⒑
「
茶
湯
参
候
覚
」
慶
安
四
年 

 
 
 

⒒
『
茶
湯
聞
塵
』
慶
安
四
年 

 
 
 

⒓
「
巳
ノ
閏
六
月
よ
り
茶
之
湯
之
覚
」
承
応
二
年 

 
 
 

⒔
「
巳
ノ
閏
六
月
よ
り
茶
之
湯
之
覚
」
承
応
三
年 

 
 
 

⒕
「
巳
ノ
閏
六
月
よ
り
茶
之
湯
之
覚
」
明
暦
元
年 

 
 
 

⒖
「
巳
ノ
閏
六
月
よ
り
茶
之
湯
之
覚
」
明
暦
元
年 

 
 
 

⒗
宗
旦
茶
会
の
ま
と
め 

四
、
侘
び
の
道
具 

一
閑
張 

 
 
 

⒈
は
じ
め
に 

 
 
 

⒉
一
閑
張
の
概
要 

 
 
 

⒊
一
閑
張
師 

飛
来
一
閑 

 
 
 

⒋
一
閑
張
師 

岸
田
宗
二 

 
 
 

⒌
宗
旦
と
二
人
の
一
閑
張
師 

 
 
 

⒍
ま
と
め 
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第
五
章 

宗
旦
の
侘
び
茶 

 
 
 

⒈
は
じ
め
に 

 
 
 

⒉
侘
び
に
つ
い
て 

 
 
 

⒊
『
本
阿
弥
行
伏
記
』
の
隠
逸
の
茶
人
に
対
す
る
批
判 

 
 
 

⒋
『
心
の
文
』
に
み
る
藝
道
の
理
想
の
姿 

 
 
 

⒌
中
世
藝
道
者
の
求
め
た
風
体 

 
 
 

⒍
宗
旦
の
求
め
た
冷
え
枯
れ
の
風
体 

 
 
 

⒎
名
人
宗
旦 

 
 
 

⒏
宗
旦
の
「
軽
み
」 

 
 
 

⒐
ま
と
め 

 

第
六
章 

宗
旦
の
後
継
者
た
ち 

 

一
、
宗
旦
の
子
供
達 

三
千
家
成
立
と
宗
旦
の
役
割 

 
 
 

⒈
閑
翁
宗
拙 

 
 
 

⒉
一
翁
宗
守 

 
 
 

⒊
江
岑
宗
左 

 
 
 

⒋
仙
叟
宗
室 

 
 
 

⒌
宗
旦
の
事
蹟
を
引
き
継
ぐ
子
供
達 

 
 
 

⒍
ま
と
め 

 

二
、
宗
旦
の
弟
子
衆 

 

再
考
「
宗
旦
四
天
王
」 

 
 
 

⒈
は
じ
め
に 

 
 
 

⒉
藤
村
庸
軒 

 
 
 

⒊
山
田
宗
徧 
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⒋
杉
木
普
斎 

 
 

 
 
 

⒌
三
宅
亡
羊 

 
 
 

⒍
久
須
見
疎
安 

 
 
 

⒎
松
尾
宗
二 

 

「
弟
子
衆
控
」
に
み
る
宗
旦
の
弟
子
達 

 
 
 

⒈
上
層
町
衆 

 
 
 

⒉
大
名
の
茶
堂 

 
 
 

⒊
町
衆 

 
 
 

⒋
僧
侶 

 
 
 

⒌
弟
子
達
の
茶
会
参
会
状
況 

 

宗
旦
の
弟
子
衆
ま
と
め 

む
す
び
に 

資
料 

  
 
 

各
章
の
要
旨 

  

宗
旦
は
「
利
休
の
孫
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
般
的
な
評
価
は
利
休
の
侘
び
茶
の
継
承
者
と
い
う
立
場
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。
宗
旦
の
生
涯
は
、
病
気
が
ち
で
不
分

明
な
部
分
が
多
く
、
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
全
体
的
な
宗
旦
像
を
解
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
少
な
い
資
料
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
宗
旦
の
茶
の
湯
は
、
唯
単
に
利

休
の
茶
の
湯
を
継
承
す
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
利
休
の
侘
び
茶
を
土
台
と
し
て
、
更
に
創
意
、
工
夫
を
加
え
て
展
開
し
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
桃
山
時
代
に
生
き

た
利
休
と
寛
永
時
代
の
宗
旦
で
は
時
世
も
異
な
る
。
宗
旦
は
時
代
に
則
し
、
且
つ
独
創
性
の
あ
る
茶
の
湯
を
行
っ
て
い
る
。 

 

本
論
文
で
は
宗
旦
の
茶
の
湯
を
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
し
、
宗
旦
の
侘
び
茶
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
解
明
す
る
。
そ
れ
と
共
に
宗
旦
の
人
間
性
、
茶
の
湯
者

宗
旦
が
形
成
さ
れ
る
背
景
や
宗
旦
の
後
継
者
等
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
。 

 

「
研
究
の
方
法
」
と
し
て
は
、
基
礎
資
料
と
し
て
『
元
伯
宗
旦
文
書
』（
宗
旦
が
記
し
た
二
四
〇
通
に
及
ぶ
自
筆
の
書
状
）
や
『
江
岑
宗
左
茶
書
』（
宗
旦
の
三
男
が
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宗
旦
か
ら
直
接
見
聞
き
し
た
こ
と
を
随
流
斎
の
為
に
書
い
た
も
の
）
、
『
真
巖
宗
見
文
書
』（
宗
旦
の
後
妻
真
巖
宗
見
の
主
に
宗
左
に
あ
て
た
文
書
）
等
を
主
な
資
料
と

し
て
使
用
し
、
伝
承
に
基
づ
い
た
も
の
は
極
力
避
け
る
こ
と
と
し
た
。 

 

本
論
文
の
構
成
は
、「
研
究
の
動
機
及
び
背
景
・
目
的
」
、「
研
究
の
方
法
」
、「
第
一
章 

元
伯
宗
旦
研
究
序
説
」
、「
第
二
章 

宗
旦
の
生
涯
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
、「
第

三
章 
茶
の
湯
者
宗
旦
形
成
に
係
わ
る
要
因
」
、「
第
四
章 

宗
旦
の
茶
の
諸
相
」
、「
第
五
章 

宗
旦
の
侘
び
茶
」
、「
第
六
章 

宗
旦
の
後
継
者
」
、「
む
す
び
に
」
、「
資

料
」
か
ら
な
る
。 

 
 

各
章
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

  

「
第
一
章 

元
伯
宗
旦
研
究
序
説
」
で
は
「
一
、
宗
旦
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究
」
と
し
て
宗
旦
に
関
す
る
先
学
の
研
究
を
明
確
に
し
、
ま
と
め
た
。
「
二
、
基
礎
的

な
諸
資
料
」
と
し
て
は
、『
元
伯
宗
旦
文
書
』
、『
江
岑
宗
左
茶
書
』
、『
真
巖
宗
見
文
書
』
に
加
え
『
松
屋
会
記
』
、『
天
王
寺
屋
会
記
』
、『
隔
蓂
記
』
、『
宗
湛
日
記
』、『
山

上
宗
二
記
』
を
主
な
資
料
と
し
て
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
概
要
を
ま
と
め
た
。 

 

「
第
二
章 

宗
旦
の
生
涯
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
で
は
、「
一
、
宗
旦
の
祖
父
を
め
ぐ
っ
て
」、「
二
、
宗
旦
の
母
の
出
自
に
つ
い
て
」
、「
三
、
道
安
と
少
庵
と
の
関
係
」、

「
四
、
宗
旦
の
病
気
と
経
済
状
態
」
を
取
り
上
げ
、
通
説
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
宗
旦
の
真
の
人
物
像
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
務
め
た
。 

「
一
、
宗
旦
の
祖
父
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
宗
旦
の
父
で
あ
る
少
庵
の
父
親
は
『
四
座
役
者
目
録
』
に
は
、
宮
王
三
郎
鑑
氏
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
こ
ろ
、

松
屋
家
の
文
書
に
は
宮
王
三
郎
鑑
氏
の
兄
宮
王
太
夫
の
子
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
考
察
の
結
果
、
少
庵
の
父
は
宮
王
三
郎
鑑
氏
と
の
結
論
を
得
た
。
し
か
し
こ
こ
で
の

重
要
な
点
は
、
宗
旦
は
能
の
家
の
血
筋
を
受
け
継
い
で
お
り
、
源
を
辿
る
と
世
阿
弥
に
ま
で
行
き
着
く
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
血
脈
は
宗
旦
の
茶
の
湯
に
少
な

か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
こ
と
を
ま
と
め
た
。 

「
二
、
宗
旦
の
母
の
出
自
に
つ
い
て
」
で
は
先
学
の
説
を
検
証
し
、
改
め
て
『
千
利
休
由
緒
書
』
、『
茶
道
要
録
』
、『
敝
帚
記
補
』
、「
お
ち
や
う
宛
利
休
書
状
」
と
そ

の
添
え
状
「
家
原
自
仙
書
状
へ
の
仙
叟
宗
室
の
勘
返
状
」
、
堀
内
家
所
蔵
の
「
利
休
画
像
」
の
資
料
を
検
討
し
た
結
果
、
宗
旦
の
母
は
利
休
の
血
筋
が
繋
が
っ
て
い
る

と
は
考
え
難
い
と
の
結
論
を
得
た
。 

「
三
、
道
安
と
少
庵
と
の
関
係
」
で
は
、
先
妻
と
後
妻
の
子
と
言
う
関
係
か
ら
の
軋
轢
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
宗
旦
は
少
庵
の
み
な
ら
ず
道
安
か
ら
も
茶
の
湯

を
教
授
さ
れ
て
い
た
事
実
が
判
明
し
た
こ
と
を
ま
と
め
た
。 

「
四
、
宗
旦
の
病
気
と
経
済
状
態
」
で
は
、
宗
旦
は
長
い
間
気
鬱
の
病
に
罹
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
。
病
気
の
為
に
仕
官
ど
こ
ろ
で
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は
な
い
一
時
期
が
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
、
手
許
不
如
意
の
時
期
も
長
く
経
験
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
仕
官
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
利
休
の
轍
を
踏
ま
な

い
よ
う
に
宮
仕
え
を
拒
む
と
い
う
考
え
と
、
寧
ろ
そ
れ
以
上
に
、
自
身
の
理
想
の
茶
の
湯
を
追
い
求
め
る
為
と
い
う
積
極
的
な
発
想
に
由
来
す
る
と
の
考
え
を
明
ら
か

に
し
た
。 

 

 「
第
三
章 
茶
の
湯
者
宗
旦
形
成
に
係
わ
る
要
因
」
で
は
「
一
、
宗
旦
と
禅
と
の
関
係
」、
「
二
、
宗
旦
と
利
休
の
茶
の
湯
と
の
関
係
」
を
取
り
上
げ
た
。 

 

「
一
、
宗
旦
と
禅
と
の
関
係
」
で
は
、
宗
旦
の
人
間
形
成
、
延
い
て
は
茶
の
湯
者
宗
旦
の
形
成
に
は
「
禅
」
の
修
行
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
宗
旦

の
凡
慮
を
離
れ
た
侘
び
茶
は
長
年
に
亘
る
禅
の
修
行
に
よ
り
培
わ
れ
た
賜
物
で
あ
る
。
又
、
大
徳
寺
と
の
関
係
か
ら
多
く
の
知
己
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
人
脈
は
、

宗
旦
の
人
生
の
大
き
な
宝
と
な
っ
て
い
る
。
大
徳
寺
の
仲
間
は
宗
旦
が
子
供
達
の
有
付
に
奔
走
す
る
時
、
共
に
茶
の
湯
を
楽
し
む
時
、
宗
旦
が
死
を
間
近
に
感
じ
た
時

等
に
も
大
き
な
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
ま
と
め
た
。 

 

「
二
、
宗
旦
と
利
休
の
茶
の
湯
と
の
関
係
」
で
は
、
利
休
と
の
短
い
交
流
の
間
に
、
茶
の
湯
に
関
す
る
多
く
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
や
、
孫
と
し
て
可
愛
が
ら
れ
て

い
た
様
子
を
確
認
し
た
。
こ
れ
等
は
宗
旦
に
と
り
強
い
印
象
を
伴
い
、
心
の
奥
底
に
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
と
し
て
刻
ま
れ
た
。
宗
旦
は
但
単
に
利
休
の
茶
の
湯
を
真

似
る
こ
と
に
留
ま
っ
た
わ
け
で
は
無
く
、
利
休
の
侘
び
茶
を
土
台
と
し
て
更
な
る
工
夫
、
創
意
に
よ
っ
て
宗
旦
独
自
の
侘
び
茶
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
。  

 

「
第
四
章 

宗
旦
の
茶
の
諸
相
」
で
は
宗
旦
の
茶
風
を
人
的
交
流
、
茶
室
、
茶
会
記
、
茶
道
具
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。 

 

「
一
、
人
的
交
流
に
見
ら
れ
る
宗
旦
の
茶
の
湯
」
で
は
、
東
福
門
院
、
近
衛
信
尋
、
近
衛
尚
嗣
、
鳳
林
承
章
、
壬
生
忠
利
、
金
森
宗
和
、
弟
子
で
大
名
茶
堂
の
古
市

宗
也
と
兼
常
徳
庵
を
例
に
挙
げ
、
こ
れ
等
の
人
々
と
の
交
流
に
見
ら
れ
る
宗
旦
の
茶
の
湯
を
考
察
し
た
。 

 

東
福
門
院
と
の
関
係
に
於
い
て
は
「
爪
紅
台
子
」
な
ど
の
雅
な
好
み
物
が
生
ま
れ
た
が
、
こ
れ
は
宗
旦
の
東
福
門
院
に
対
す
る
敬
慕
の
念
か
ら
好
ま
れ
た
も
の
と
考

え
た
。 

 

近
衛
信
尋
、
尚
嗣
親
子
と
の
関
係
か
ら
は
、
貴
顕
の
格
に
あ
っ
た
茶
の
湯
と
共
に
、
宗
旦
の
侘
び
茶
も
伝
授
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。
近
衛
家
に
は
千
家
と
同
じ

三
畳
台
目
の
席
が
あ
り
、
小
座
敷
の
茶
の
湯
に
対
す
る
珍
し
さ
も
あ
っ
て
の
造
立
と
考
え
ら
れ
た
。 

 

鳳
林
承
章
と
は
身
分
を
超
え
た
肝
胆
相
照
ら
す
関
係
も
窺
え
た
。
又
、
『
隔
蓂
記
』
に
は
宗
旦
の
「
菓
子
の
茶
」
の
記
載
が
度
々
見
ら
れ
、
宗
旦
の
茶
の
湯
の
実
態

を
詳
細
に
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

地
下
で
あ
る
壬
生
忠
利
と
宗
旦
は
師
弟
関
係
に
あ
り
、
忠
利
の
日
記
で
あ
る
『
忠
利
宿
禰
記
』
か
ら
は
、「
利
休
の
孫
」
と
し
て
権
威
付
け
ら
れ
、
宗
旦
の
箱
書
き
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や
宗
旦
作
の
道
具
が
喜
ば
れ
、
贈
答
品
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
た
姿
が
窺
え
た
。 

 
金
森
宗
和
と
の
関
係
で
は
、
宗
旦
が
宗
和
を
う
そ
つ
き
呼
ば
わ
り
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
宗
旦
と
宗
和
は
同
時
期
に
京
で
活
躍
し
た
茶
人
で
あ
る
が
、
茶
風
も

異
な
る
所
か
ら
相
反
す
る
考
え
が
生
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。 

 

宗
旦
の
弟
子
で
大
名
茶
堂
の
古
市
宗
也
と
兼
常
徳
庵
は
、
宗
旦
か
ら
大
名
家
の
茶
堂
に
必
要
な
茶
の
湯
を
伝
授
さ
れ
て
活
躍
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
た
。
特
に
兼
常

徳
庵
に
対
し
て
は
勘
返
状
の
遣
り
取
り
と
言
う
、
通
信
教
育
さ
な
が
ら
の
方
法
で
茶
の
湯
を
教
授
し
て
い
る
姿
が
窺
え
た
。
し
か
し
徳
庵
に
と
り
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

宗
旦
の
お
墨
付
き
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
事
実
が
勘
返
状
の
記
述
か
ら
確
認
出
来
た
。 

 

「
二
、
宗
旦
の
茶
室
」
で
は
宗
旦
の
茶
室
の
変
遷
を
考
察
し
た
。
更
に
、
利
休
が
理
想
と
し
た
一
畳
半
と
四
畳
半
に
着
目
し
て
、
一
畳
半
で
は
「
利
休
聚
楽
屋
敷
一

畳
半
」
「
宗
旦
の
不
審
庵
床
な
し
一
畳
半
」「
今
日
庵
」
、
四
畳
半
で
は
「
利
休
聚
楽
屋
敷
四
畳
半
」
「
不
審
庵
（
今
日
庵
）
四
畳
半
」「
又
隠
」
と
言
う
様
に
、
利
休
と

宗
旦
の
茶
室
を
対
比
す
る
こ
と
で
宗
旦
の
創
意
、
工
夫
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

「
三
、
茶
会
記
に
み
ら
れ
る
茶
の
諸
相
」
と
し
て
は
、『
江
岑
宗
左
茶
書
』
の
「
申
ノ
茶
湯
ニ
逢
申
候
覚
」
、「
茶
湯
参
候
覚
」
、
「
巳
ノ
閏
六
月
よ
り
茶
之
湯
之
覚
」

や
『
松
屋
会
記
』
、『
隔
蓂
記
』、『
茶
湯
聞
塵
』
を
参
考
に
し
て
、
宗
旦
の
茶
会
の
形
式
、
懐
石
、
道
具
組
、
客
組
等
に
着
目
し
、
宗
旦
の
茶
の
湯
に
対
す
る
理
念
を
明

確
に
し
た
。
茶
会
の
形
式
と
し
て
は
、
弟
子
達
に
も
「
飯
後
軒
」
の
号
を
与
え
た
様
に
、
飯
後
の
茶
の
湯
が
多
く
、
菓
子
の
み
の
茶
の
湯
も
多
い
。
懐
石
も
基
本
的
に

は
簡
素
で
あ
る
。
道
具
組
に
関
し
て
も
手
許
に
あ
る
道
具
を
使
う
と
言
う
よ
う
に
、
道
具
に
拘
泥
し
な
い
考
え
で
あ
る
。
『
江
岑
宗
左
茶
書
』
の
茶
会
記
に
見
ら
れ
る

宗
旦
晩
年
の
客
組
は
、
身
内
や
気
の
置
け
な
い
仲
間
や
弟
子
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
茶
会
記
の
考
察
か
ら
は
、
宗
旦
の
侘
び
茶
の
実
態
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
出
来
た
。 

 

「
四
、
宗
旦
の
茶
道
具
」
で
は
、
宗
旦
の
代
表
的
な
茶
道
具
と
し
て
一
閑
張
を
取
り
上
げ
た
。
一
閑
張
の
持
つ
素
朴
な
風
合
い
と
、
宗
旦
の
侘
び
茶
の
相
性
の
良
さ

が
確
認
で
き
た
。
又
、
宗
旦
の
一
閑
張
の
製
作
者
は
飛
来
一
閑
だ
け
で
は
な
く
、
岸
田
宗
二
と
い
う
人
物
も
係
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

  

「
第
五
章 

宗
旦
の
侘
び
茶
」
で
は
「
侘
び
」
の
概
念
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
務
め
、
宗
旦
と
粟
田
口
善
法
等
の
他
の
隠
逸
の
侘
び
茶
人
の
茶
風
と
の
違
い
か
ら
、

宗
旦
の
追
い
求
め
た
侘
び
茶
の
湯
の
姿
を
明
ら
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
宗
旦
の
侘
び
茶
は
他
の
侘
び
茶
人
達
と
異
な
り
、
長
年
の
禅
の
修
行
で
培
わ
れ
た
「
深
き
心
」
を

持
っ
て
為
さ
れ
て
お
り
、
一
段
と
高
い
境
地
の
侘
び
茶
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
更
に
、
宗
旦
が
同
時
代
や
後
世
の
人
々
か
ら
「
名
人
」
、「
離
」
格
の
茶
の
湯
者

と
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
し
、
宗
旦
が
凡
慮
を
離
れ
た
優
れ
た
茶
の
湯
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
た
こ
と
を
ま
と
め
た
。 
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「
第
六
章 

宗
旦
の
後
継
者
」
で
は
、「
一
、
宗
旦
の
子
供
達
」
と
し
て
、
宗
旦
と
閑
翁
宗
拙
、
一
翁
宗
守
、
江
岑
宗
左
、
仙
叟
宗
室
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
子

供
達
の
有
付
に
関
し
て
は
子
を
思
う
親
と
し
て
の
宗
旦
の
前
面
に
現
れ
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
宗
旦
の
姿
が
確
認
出
来
た
。 

 

宗
旦
の
没
後
は
一
翁
宗
守
、
江
岑
宗
左
、
仙
叟
宗
室
が
宗
旦
の
事
蹟
を
受
け
継
ぐ
が
、
そ
の
過
程
も
明
ら
か
に
し
た
。「
二
、
宗
旦
の
弟
子
衆
」
で
は
、「
宗
旦
四
天

王
」
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
藤
村
庸
軒
、
山
田
宗
徧
、
杉
木
普
斎
、
三
宅
亡
羊
、
久
須
見
疎
安
、
松
尾
宗
二
と
の
交
流
を
明
ら
か
に
し
、
「
宗
旦
四
天
王
」
の
人

選
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
更
に
「
弟
子
衆
控
」
に
宗
旦
の
弟
子
と
し
て
名
前
が
挙
が
る
人
物
の
内
、
代
表
的
な
弟
子
と
目
さ
れ
る
人
物
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ

の
結
果
、
宗
旦
の
弟
子
は
上
層
町
衆
、
大
名
の
茶
堂
、
町
人
、
僧
侶
な
ど
広
範
囲
に
亘
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

  

「
む
す
び
に
」
で
は
、
こ
の
研
究
を
通
し
て
、
従
来
の
宗
旦
研
究
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
事
柄
に
、
新
た
な
光
を
当
て
る
こ
と
が
出
来
た
点
に
つ
い
て
述
べ

た
。
特
に
、
宗
旦
の
生
涯
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
疑
問
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
答
え
を
出
せ
た
と
考
え
る
。 

 

他
に
も
、
今
ま
で
の
宗
旦
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
が
解
明
さ
れ
た
点
と
し
て
、
東
福
門
院
か
ら
賜
っ
た
御
用
が
『
真
巖
宗
見
文
書
』
に
記
さ
れ
て
い

る
内
容
と
合
致
出
来
た
こ
と
、『
忠
利
宿
禰
記
』
の
翻
刻
に
は
多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
が
、
そ
の
労
力
に
余
り
あ
る
貴
重
な
新
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
、
一
閑
張
師
が
二
名
存
在
し
た
こ
と
や
調
査
を
進
め
る
段
階
で
宗
旦
が
一
閑
に
贈
っ
た
「
飯
後
軒
」
の
扁
額
と
極
め
書
が
個
人
の
蔵
品
と
し
て
現
存
し
て
い
る
こ
と

も
判
明
し
、
貴
重
な
新
資
料
と
し
て
本
論
文
に
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

又
、
宗
旦
の
研
究
を
通
し
て
、
宗
旦
の
侘
び
茶
が
従
来
唱
え
ら
れ
て
き
た
以
上
に
奥
深
く
、
意
義
の
あ
る
も
の
と
の
認
識
を
得
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。 

 

現
代
の
茶
道
は
姿
や
形
に
囚
わ
れ
が
ち
で
、
心
を
大
切
に
し
た
宗
旦
の
侘
び
茶
と
は
隔
絶
の
感
が
あ
る
。
現
代
は
茶
道
本
来
の
心
が
失
わ
れ
て
い
る
時
代
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
宗
旦
の
侘
び
茶
の
心
を
学
び
、
茶
道
の
本
質
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
改
め
て
検
証
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
た
。 

 

宗
旦
の
侘
び
茶
は
、
伝
統
藝
術
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
者
に
と
り
、
多
く
の
課
題
に
対
し
て
方
向
を
示
し
て
く
れ
る
羅
針
盤
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

「
資
料
」
と
し
て
、『
忠
利
宿
禰
記
』
の
宗
旦
に
関
す
る
部
分
の
翻
刻
と
『
茶
湯
聞
塵
』
の
概
要
一
覧
を
付
載
し
た
。『
忠
利
宿
禰
記
』（
宮
内
庁
書
綾
部
蔵
）（
未
翻

刻
）
は
宗
旦
の
弟
子
で
あ
る
壬
生
忠
利
の
日
記
で
あ
る
。
断
片
的
で
は
あ
る
が
宗
旦
の
茶
の
宗
匠
と
し
て
の
姿
、
忠
利
の
侘
び
茶
の
受
容
が
つ
ぶ
さ
に
確
認
出
来
る
。 

 

『
茶
湯
聞
塵
』（
陽
明
文
庫
蔵
）
は
近
衛
尚
嗣
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
備
忘
録
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
一
覧
表
を
作
成
し
検
証
し
た
と
こ
ろ
「
宗
旦
の
説
」

の
多
さ
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 
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尚
嗣
が
宗
旦
に
対
し
て
如
何
に
厚
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
か
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
資
料
で
あ
る
。 

 
二
、
本
論
文
の
評
価
さ
る
べ
き
特
色 

 

本
論
文
を
大
観
し
て
ま
ず
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
整
然
と
組
み
立
て
ら
れ
た
見
事
な
構
成
で
あ
る
。
先
ず
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
研
究
の
動
機
及
び
背
景
、
目
的

と
研
究
の
方
法
を
述
べ
、
第
一
章
で
先
行
研
究
、
諸
資
料
、
時
代
背
景
に
つ
い
て
、
第
二
章
で
宗
旦
の
生
涯
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
宗
旦
の
茶
の
湯

形
成
の
土
台
と
な
っ
た
禅
と
利
休
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
第
四
章
で
は
宗
旦
と
交
流
の
あ
っ
た
人
々
、
宗
旦
の
茶
室
、
茶
会
記
に
現
れ
る
宗
旦
使
用
の

道
具
な
ど
に
よ
っ
て
、
宗
旦
の
茶
の
諸
相
を
述
べ
、
第
五
章
で
宗
旦
の
侘
び
茶
の
根
本
特
質
を
語
る
。
そ
し
て
最
後
に
宗
旦
の
後
継
者
た
ち
に
つ
い
て
述
べ
る
。
各
節

の
最
後
に
は
必
ず
「
ま
と
め
」
が
置
か
れ
、
論
文
全
体
の
最
後
に
は
「
む
す
び
」
が
置
か
れ
る
。
論
文
作
成
の
お
手
本
の
如
き
見
事
さ
で
あ
る
。 

 

し
か
し
言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
で
あ
る
が
、
形
成
の
整
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
よ
き
論
文
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
内
容
が
問
題
で
あ
る
。
し
か
ら
ば

本
論
文
の
場
合
は
い
か
が
で
あ
る
か
。 

 

先
に
論
文
構
成
の
見
事
さ
を
言
っ
た
が
、
内
容
も
ま
た
見
事
で
あ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
の
点
を
あ
げ
て
み
よ
う
。 

① 

利
休
の
妻
宗
恩
は
、
利
休
の
後
妻
と
な
る
前
に
能
の
名
家
宮
王
家
に
嫁
し
、
そ
こ
で
後
の
少
庵
を
生
ん
だ
。
こ
の
少
庵
が
宗
旦
の
父
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
異
論

は
少
な
い
が
、
宗
旦
の
母
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
か
し
ま
し
い
論
議
が 

わ
れ
て
き
た
。
問
題
の
焦
点
は
、
宗
旦
の
母
は
「
利
休
の
娘
の
お
亀
」
で
あ
る
か
否

か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
宗
旦
は
利
休
の
血
筋
に
入
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
千
家
に
は
利
休
の
血
は
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
が
厳
正
で
あ
る
べ
き
学
問
的
検
討
の
中
に
希
望
的
観
測
を
入
り
交
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
議
論
の
混
迷
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
。
論
者
は
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
多
く
の
説
、
多
く
の
資
料
を
精
細
に
検
証
し
た
結
果
、
お
亀
は
利
休
と
血
の
つ
な
が
っ
た
娘
で
は
あ
る
が
、
宗
旦
の
母
で
は
な
く
、
少
庵
の
父
親
違
い
の
妹
で
あ

る
と
結
論
づ
け
た
。 

 

② 

宗
旦
が
好
ん
だ
茶
道
具
に
一
閑
張
り
が
あ
る
。
論
者
は
こ
れ
を
調
査
し
、
宗
旦
と
関
り
を
持
っ
た
一
閑
張
り
師
が
二
人
い
た
（
飛
来
一
閑
と
岸
田
宗
二
）
こ
と
を

確
証
し
た
。 

 

③ 

右
の
調
査
の
過
程
で
宗
旦
筆
「
飯
後
軒
」
の
扁
額
を
発
見
し
、
こ
れ
を
本
論
文
中
に
写
真
入
り
で
紹
介
し
た
。
「
飯
後
」
は
飯
後
の
茶
事
す
な
わ
ち
食
事
を
伴
わ

な
い
茶
事
で
、
侘
び
茶
人
に
ふ
さ
わ
し
い
茶
会
の
形
式
で
あ
る
。
宗
旦
も
こ
の
形
式
の
茶
会
を
多
く
催
し
た
こ
と
を
論
者
は
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。 
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④ 

宗
旦
の
侘
び
茶
に
つ
い
て
は
論
者
自
身
に
よ
っ
て
語
ら
せ
る
こ
と
と
し
よ
う
。 

宗
旦
の
侘
び
茶
に
つ
い
て
の
考
察
で
は
、「
侘
び
」
の
概
念
を
明
確
に
し
、
宗
旦
と
粟
田
口
善
法
等
の
他
の
隠
逸
の
侘
び
茶
人
の
茶
風
と
の
違
い
か
ら
、
宗
旦
の

追
い
求
め
た
佗
び
茶
を
明
ら
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
宗
旦
の
侘
び
茶
は
他
の
侘
び
茶
人
達
と
異
な
り
、
長
年
の
禅
の
修
行
で
培
わ
れ
た
「
深
き
心
」
を
持
っ
て
為
さ

れ
て
お
り
、
一
段
と
高
い
境
地
の
茶
の
湯
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

 

⑤ 

こ
の
研
究
は
現
代
の
茶
の
湯
に
対
す
る
的
確
な
批
判
に
繋
が
っ
た
。
こ
れ
も
論
者
自
身
に
よ
っ
て
語
ら
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 
 

宗
旦
の
侘
び
茶
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
茶
の
湯
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
現
代
行
わ
れ
て
い
る
茶
道
は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
心

を
磨
く
こ
と
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
現
代
の
茶
道
は
姿
や
形
に
囚
わ
れ
、
表
面
的
に
も
華
美
に
流
れ
が
ち
で
あ
り
、
心
を
大
切
に
し
た
宗

旦
の
侘
び
茶
と
は
隔
絶
の
感
が
あ
る
。 

 
 

正
に
茶
道
本
来
の
心
が
失
わ
れ
、
抜
け
殻
の
よ
う
な
茶
道
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

 

三
、
残
さ
れ
た
課
題 

 

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
論
者
自
身
に
語
ら
せ
る
こ
と
と
し
よ
う
。 

 
 

茶
道
は
日
本
を
代
表
す
る
藝
道
で
あ
る
。
本
来
、
藝
道
は
深
い
精
神
性
に
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
欧
米
の
人
々
に
も
憧
憬
の
念
を
持
た
れ
、
そ
の
根
本
精
神
は

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
現
代
に
生
き
茶
の
湯
に
親
し
む
者
は
、
宗
旦
の
茶
の
湯
を
学
び
、
深
き
心
の
実
践
の
場
で
あ
る
茶
道
の
姿
に
立
ち
返
る
必
要
性
が
あ
る
。

茶
道
に
対
す
る
正
し
い
認
識
が
後
世
へ
の
正
し
い
継
承
に
繋
が
り
、
深
き
心
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
茶
道
の
姿
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
こ
と
に
も
な
る
。 

 

四
、
審
査
結
果
の
要
旨 

 

本
委
員
会
は
、
以
上
の
如
き
観
点
か
ら
、
本
論
文
を
、
着
想
の
独
創
性
、
叙
述
の
仕
方
、
構
成
の
整
合
性
な
ど
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
員
の
一
致

を
も
っ
て
、
上
記
学
位
申
請
者
に
博
士
（
芸
術
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。 
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